卒論と友達と図書館 by 羽柴 亜弥
- 13 -
2011 Nov. 韋編 No.38
卒論と友達と図書館
文学研究科　羽 柴　亜 弥
　学部生の皆さんの大学生
活における1番の難関とい
えば卒業論文でしょう。
　私は誘惑に弱い性格で、
家にいるとテレビや漫画、
睡眠などに流されてなか
なか卒論が手につきませ
んでした。これではいけ
ないと思い、毎日図書館に通いました。やはり、
図書館は勉強する環境が整っており、断然集
中して卒論を進めることが出来ました。10月
頃からは毎日開館から閉館まで図書館にこも
りました。本当に毎日パソコンに向かって、
焦りや不安などを抱え辛い毎日でした。
　その辛い毎日を乗り越えることが出来た
のは友達のおかげです。環境ももちろん大切
ですが、私が思う図書館に通って卒論を書く
最大のメリットは友達に会えるということで
す。私は最初友達に会ってしまい、おしゃべ
りして卒論が進まないことを心配していまし
た。それは全く逆でした。友達がいたからこ
そ書きあげることができたのです。日本史中
世のゼミの場合、ほとんどのゼミ生が図書館
で卒論をやっていました。みんなが頑張って
いる姿を見ていると自分も頑張ろうという気
持ちになります。行き詰まったときは相談を
しました。アドバイスはなくても、友達に話
すだけで頭が整理されてやるべきことが見え
てきました。時には愚痴を言い合い、励まし
あって、なんとか全員無事卒論を提出するこ
とができました。
　図書館での勉強のいいところは友達と一緒
に頑張れるというところです。確かにラウン
ジのようにおしゃべりにくるのはいけないこ
とです。しかし、課題や各自の勉強をしてい
く中で、意見交換や討論することはとても大
切なことです。大学の図書館なので特に必要
な環境です。その反面静かな環境も求められ
ます。難しいですが両立できたらいいなと思
います。
　皆さんも図書館をおおいに活用をして卒業
論文頑張ってください。
映像資料の活用
中国研究科修士課程　佐 藤　一 道
　学部生のときから名古屋図書館を利用して
いる。必要な本はOPAC（蔵書検索システム）
を活用し、ただちに手にすることができた。し
かし、私にとって図書館に行く本当の楽しみ
は書籍の森に迷い込むことであった。目的の
本を探すのではなく、とりとめもなく歩き、背
表紙に書かれた表題を読んでいく。私たち人
類はなんと深くかつ多岐にわたって思索して
きたのだろう。知の集積に圧倒されながら、私
は書籍の森をさまよった。
　それとは別に、名古屋図書館は映像資料も
調えている。私の学部卒業研究はこの映像資
料を使用した。
　満洲国の国策会社、満映が作った映画は約
1000本あった。その大量のフィルムは40年近
く行方不明になっていた。ところが1985年の
ペレストロイカによって、満映フィルムが旧
ソ連にあることが判明した。ロシア国立映像
資料館がモスクワ郊外にあり、満映フィルム
